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1.初めに 
会話解析において，会話時に発生する沈黙であ

る「間」，視線，ジェスチャなどの非言語情報

は，言語情報と共にトランスクリプト(図１)を

用いて手動で書き記すのが一般的である．トラ

ンスクリプトに含まれる内容は，「間」，発話

内容，視線，ジェスチャなどがある.	

そこで，センサー・認識技術の発達に伴い，自

然会話で発生するジェスチャや音声を自動で取

得する研究が行われてきた．しかし，会話中の

「間」の取得，可視化する研究は行われていな

い．		

本研究は，会話時の「間」に注目し，対面コミ

ュニケーションにおけるジェスチャ，「間」及

び音声データを自動で取得するシステムの構築

について述べる．会話時に発生する「間」に情

報が含まれると主張する社会学的研究[4]がある

ため，会話時の「間」を捉え，可視化をするこ

とには意味がある．	

	
図.1 トランスクリプト例[５]	

	

2.関連研究 
	 Yasir ら[1]の研究では音声・画像特徴で二人

間の会話からソシオメトリーを取得する．彼ら

のシステムは，Kinect から RGB と Depth	data で

視覚的情報を，マイクロホンから音声情報を取

得する．非言語情報を特徴として，システムに	

機械学習させることより１０個の社会的指標，	

	

	

	

	

	

例えば，同情，困惑，礼儀正しさを自動的に取

得している．	

	 D.S.Shete[2]らは Zero	Crossing	rate と音声

信号のエネルギーの両方で音声の有声と無声を

分離した．Zero	Crossing	rate というのは，信

号の符号の変化率（正から負へ，またはその逆）

のことである．有声部分では zero	 crossing	

rate が低く，エネルギーが高い一方で，無声部

分では zero	crossing	rate が低く，エネルギー

が低いという結果を得た．	

	 M.	Cristani[3]らは，生成構造(generagtive	

structure)に基づいた，会話シナリオを自動で

分析するシステムを提案した．このシステムで

は Gaussian	 mixture	 model と 影 響 モ デ ル

(observed	influence	model)で構成される生成

モデルに，低レベル聴覚のソーシャルシグナル

(low	level	auditory	social	signal)を用いて

いる．彼らの研究では，連続した沈黙・発話を

スロットで表現しており，話者交代を考慮して

いる．	

	

3.自動会話解析システム 
	

3.1本システムの課題 
本システム（図 2）では，発話と，発話時に発

生するジェスチャのイベントを時系列データと

して記録し，最終的に可視化を行う．本システ

ムの課題として，以下の 3 つが挙げられる．	

1. 発話の有無の判断	
2. 発話者の特定	
3. ジェスチャの認識	
ここで，話者交代などによる無声区間を「間」

として認識する．	
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図.	2	システム概要	
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3.2 Kinectで取得するデータ 
Microsoft 社の Kinect を使用し，３人で行わ

れる日常会話の解析を行う．Kinect で Body	

data と Audio	data を取得する．Body	data で人

の特定と，ジェスチャの判定を行う．Audio	

data で音声信号のエネルギーを計算する．また，

会話全体の音声信号を wav ファイルに記録する．	

	

3.3 ジェスチャ認識 
ジェスチャ認識は Kinect	 SDK の Visual	

Gesture	Builder を使用する．会話時に観測でき

るジェスチャを事前にビデオに撮り，アノテー

ションし，機械学習させることにより，ジェス

チャを認識し，ラベルをつける．	

	

3.4 発話者の識別 
発話者の識別は Audio	 Data に付随した

TrackingID と Body	Data の TrackingID を照合す

ることによって行う．同一 TrackingID を使用す

ることによって，イベント列に記録した人の ID

に一貫性を持たせることができる．	

	

4.「間」の認識 
間の認識は，音声の有無から判断する．本シス

テムでは，10msec ベースで音声信号のエネルギ

ーと zero	crossing	rate を計算する．この２つ

の値に閾値を設けることより，発話の有無を判

定する．10msec 以上の無音区間を「間」として

みなす．	

	

5. 使用例	
本システムは会話解析のために使われることを

想定している. 人の手を借りずに会話の内容を記
録したい場合の使用が可能となる. 「間」の可視
化は, 会話解析における「間」の意味の研究に役
に立つ. 前後のコンテキストと「間」の情報（例
えば,「間」の長さ, 意味）をデータベースに格納
し, 機械学習させることにより,「間」の意味を推
測することが可能となる.	
 
6.まとめ 
本システムは自然会話で発生する「間」，ジェ

スチャを解析する．音声信号のエネルギー，

zero	crossing	rate から発話の有無を判定し，

無声区間を「間」として認識する．自然会話で

発生する言語情報，非言語情報を時系列データ

として記録し，イベント列の可視化を行う．	
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